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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒトでは、ZIM2とPEG3は複数の5'エクソンと共通のプロモーターを共有し、両方の遺伝子が父系で発現するにもかかわらず、2つの異なる遺伝子として扱われます（PMID：15203203）。選択的スプライシングにより、共有5'エクソンは、ZIM2に固有の残りの4つのエクソン、またはPEG3に固有の残りの2つのエクソンに接続されます。対照的に、他の哺乳類ではZIM2はインプリンティングを受けず、マウス、ウシ、そしておそらく他の哺乳類でも、ZIM2遺伝子とPEG3遺伝子はエクソンを共有していません。ヒトPEG3タンパク質は、Kruppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。PEG3は、細胞増殖およびp53を介したアポトーシスに役割を果たしている可能性があります。PEG3はまた、神経膠腫および卵巣細胞において腫瘍抑制活性および腫瘍形成を示しています。このPEG3遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2009年9月],機能：SIAH1Aと共同してアポトーシスを誘導する。DNA損傷によって活性化される神経細胞死の経路において、TP53/p53とBAXの間のメディエーターとして働く。TRAF2と相乗的に作用し、NF-κBの活性化を介してTNF誘導性アポトーシスを阻害する（類似性による）。神経膠腫細胞において腫瘍抑制活性を有する。,機能：転写制御に関与している可能性がある。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属する。,類似性：1つのKRABドメインを含む。,類似性：1つのSCANボックスドメインを含む。,類似性：12個のC2H2型ジンクフィンガーを含む。,類似性：5個のC2H2型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット：ホモダイマー。 SIAH1AおよびSIAH2と相互作用する。TRAF2と相互作用する。,組織特異性：脳、グリア細胞、アストロサイト、胚、胎盤、精巣、卵巣、子宮。胎盤では絨毛栄養芽細胞層に、卵巣では卵胞周囲の莢膜層を含む卵巣間質細胞に発現する。神経膠腫細胞株では発現が著しく抑制されている。,組織特異性：成体精巣で最も高い発現レベルを示す。胎児の腎臓および脳では中程度の発現レベルを示す。,
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